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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
元
旦
は
、
能
登
半
島
地
震

と
翌
日
の
羽
田
空
港
で
の
飛
行
機
事
故
に
よ
り
多
く
の
尊
い
生
命
を
失
い
ま
し
た
。

正
月
気
分
は
、
一
気
に
そ
の
ム
ー
ド
を
打
消
さ
れ
悲
劇
と
沈
黙
の
世
界
へ
と
一
変
さ

せ
ま
し
た
。

　
一
月
十
七
日
、
三
月
十
一
日
に
加
え
一
月
一
日
も
記
憶
か
ら
消
え
な
い
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
近
年
の
自
然
災
害
は
、
激
甚
化
・
頻
発
化
・
広
域
化
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に

増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
災
害
に
対
し
て
、
先
ず
は
自
助
・
共
助
に
よ
り
自
分
た
ち
を
守
る
事
が
必

要
で
す
。

　
相
楽
東
部
広
域
連
合
で
は
、
そ
う
い
っ
た
災
害
に
備
え
「
災
害
時
等
に
お
け
る
総

合
支
援
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
、
共
助
の
精
神
を
培
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
施
策
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
で
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
課
題
に
人
口
減
少
と
地
方
創
生
が
あ
り
ま
す
。

　
三
町
村
で
は
、
昨
年
の
人
口
は
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
比
べ
て
五
〇
〇
〇
人
が
、

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
八
月
の
全
国
知
事
会
で
「
地
域
の
未
来
を
ひ
ら
く
緊
急
宣
言
」
と
し
て
「
人

口
減
少
の
構
造
を
改
め
る
た
め
の
真
に
効
果
的
な
施
策
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
、
希
望
あ
る
末
来
へ
と
繋
が
る
道
筋
で
あ
り
、
災
害
に
強
く
豊
か
な
国
を
創
る
こ

と
に
な
る
。」
と
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
楽
東
部
三
町
村
で
も
こ
の
事
は
よ
く
理
解
し
、
各
自
に
合
っ
た
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
、
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
禍
の
な
い
明
る
い
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

相
楽
東
部
広
域
連
合
長

南
山
城
村
長
　
平
沼 

和
彦

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
7
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
町
行
政
の
推
進
に
対
し
、
ご
指
導
並
び
に
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
笠
置
町
は
、
昨
年
、
町
制
施
行
90
周
年
を
迎
え
、
11
月
22
日
に
は
、
京
都
府

知
事
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

90
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
笠
置
町
を
次
世
代
に
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
役
目
で
あ
る
と
、
改
め
て
決
意
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
人
口
減
少
、
空
き
家
対
策
、
自
主
財
源
の
減
少
に
よ
る
財
政
の
逼
迫
、
ま
た
町
の

賑
わ
い
の
復
活
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
町
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
相
楽
東
部
3
町
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
を
核
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
に
よ
る
広
域
行
政
を
推
進
し
、
政
策
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 笠

置
町
長
　
山
本 

篤
志
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地
域
の
皆
様
、保
護
者
の
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

冒
頭
の
句
は
、
高
浜
虚
子
の
も
の
で
す
。
虚
子
は
、
正
岡
子
規
の
高
弟
で
、
そ
の

流
れ
を
引
き
継
い
だ
俳
人
で
す
。
自
由
律
の
新
し
い
俳
句
に
対
し
、
伝
統
的
な
俳
句

の
流
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
に
苦
心
し
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、新
し
い
年
を
迎
え
、

去
年
が
今
年
と
な
っ
て
も「
私
に
は
一
本
の
棒
の
ご
と
く
つ
ら
ぬ
く
べ
き
大
切
な
も

の
が
あ
る
」と
詠
み
ま
し
た
。

　
新
年
の
迎
え
方（
考
え
方
や
感
じ
方
）は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
思
う
の
で
す
が
、

虚
子
は
自
分
の
信
念（
や
る
べ
き
こ
と
）を
心
静
か
に
深
く
考
え
、続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
思
う
の
で
す
。
虚
子
の
一
つ
の
こ
と
に
向
き
合
う
姿
勢
、
自
分
の
信
念
を
貫

き
通
す
意
志
の
強
さ
は
、大
い
に
教
育
的
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
日
の
社
会
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
そ
の
中
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
は
、

時
代
の
流
れ
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
連
合
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、ど
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し
よ
う
と
も
子
ど

も
た
ち
が
自
分
を
大
切
に
し
、
仲
間
も
大
切
に
す
る
教
育
を
継
続
し
、
感
謝
の
心
と

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
教
育
を
推
進
す
る
所
存
で
す
。

　
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

相
楽
東
部
広
域
連
合

教
育
委
員
会
教
育
長
　
岡
田 

善
行

去
年
今
年 

貫
く
棒
の 

ご
と
き
も
の

和
束
町
長
　
馬
場 

正
実

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
和
束
町
行
政
運
営
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
か
ら
何
よ
り
も
先
に
住
民
の
み
な
さ
ま
に
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル
が
本
年
二
月
二
十
四
日
に
開
通
す
る
こ
と
で
す
。四
〇
年
に
わ
た

る
悲
願
で
あ
っ
た
犬
打
峠
の
開
通
が
、 

約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、

宇
治
田
原
町
と
つ
な
が
る
こ
と
で
実
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、
和
束
町
健
康
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
が
四
月
に
竣
工
し
、役
場
周
辺
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
和
束
町
で
は
、令
和
三
年
九
月
に
策
定
を
し
ま
し
た
第
五
次
総
合
計
画
を
具
現
化

す
る
べ
く「
和
の
郷　
知
の
郷　
茶
源
郷
」の
実
現
に
向
け
、住
民
の
み
な
さ
ま
と
と

も
に
、住
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
、一
人
で
も
多
く
の
方
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
む
こ
と
は
人
流
が
加
速
し
、
ま
た
、
拠
点
と
な
る
施
設
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
は
、町
内
外
の
方
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
相
楽
東
部
広
域
連
合
を
構
成
す
る
二
町
一
村
は
も
と
よ
り
、
木
津
川
右
岸
地
域

の
自
治
体
と
も
さ
ら
に
連
携
強
化
を
図
り
、
自
然
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に

推
進
で
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
令
和
七
年

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

和
束
町
が
大
き
く
変
わ
る
，二
〇
二
五
年
！

3 2025.1︱vOL.226広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん



和束中学校の部活動（男女の陸上部・男女のバスケットボール部・男女の卓球部・芸術部）
令和６年度： 笠置中学校の部活動（男女の陸上部・女子バスケットボール部・男女の卓球部・野球部）
　日頃は中学校ごとに取り組んでいる部活動ですが、両校に共通する部においては、休日を利用した合同
練習を推進しています。そのねらいは、少人数によって日頃できない練習メニューに取り組めることや、
地域の指導者層の拡大です。時には、プロ選手をお招きした練習会を企画し、生徒の意欲向上を支援して
います。

　連合の子どもたちに、ゆるやかに・ふるさと３町村の良さを味わってもらいたいという願いで名付けた
「ゆるふる部活動」は、昨年度から小中学生を対象に実施しています。通常の部活動とは異なり「イベント
型の活動」ですが、ふるさとを大切に思う心や、将来にわたってスポーツや文化に興味と関心を高めてい
ってもらうことを願い企画しています。

取組3

取組2

京都カグヤライズの代表と選手
に卓球合同部活の指導をお願い
しました。夢の個人戦も実現！

バンビシャス奈良の選手とコー
チにバスケット合同部活の指導
に来ていただきました。

和気あいあいの雰囲気の中での
陸上部合同部活動です。時には
野球部も一緒にトレーニングを。

他校との合同チームにより大会
に出場しています。日頃の練習
は卒業後にも活きてきます！

唯一の文化系クラブ！刺繍や絵
を描くこと等、芸術全般に取組
んでいます。

【ボルダリング体験】
笠置大橋周辺にある大きな石
を、頭と体をフルに使って登
ります。写真はいこいの館で
の練習風景です。

【マウンテンバイク体験】
和束町にあるワールドマスタ
ーズゲームズ開催予定の本格
的コースを使った体験です。

【SUP/ラフティング体験】
南山城村の高山ダム湖で
行った体験。湖面から見上
げた高山大橋は絶景です。

【抹茶アート体験】
地場産業のお茶を使
ったアート体験。濃茶
で描く世界に一つのア
ート作品づくりです。
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これからの中学校部活動は教
育

Ed u catio n

　これまで部活動は、各部顧問（教員）の指導の下で学校教育の一環として行われ、教員の献身的な支え（勤務時
間内の多くの時間を費やしていること・勤務時間外での活動も多いこと）によりスポーツ・文化振興を担ってき
ました。またそれ以外にも、好ましい人間関係の構築、責任感や連帯感を育成するなど多様な学びの場として、教
育的意義を有してきました。

日本の中学校部活動をふりかえると

　しかし、国の少子化に歯止めがかからないことから、今後の部活動はこれまで同様に運営できない、また地域
によっては存続が厳しいという未来想定があります。さらに、教員の長時間労働が喫緊の課題となっている中で、
部活動指導が大きな業務負担ともなっています。国では、部活動の在り方に関して速やかに改革に取り組み、将
来にわたって部活動が持続可能となるよう平成30年度から検討が行われています。
　国は各地方自治体に対して、休日の部活動から地域への移行（展開）をはじめとする、さまざまな検討と平日の
部活動については、その検討状況を踏まえて進めるよう示しています。また、その完成年度の目途や進め方も一
律には定めず、できるだけ速やかに各地域の実態にふさわしい進め方を推奨しています。
　京都府は、オール京都で取り組む学校部活動の新しい活動スタイルとして、単に学校部活動を学校から切り離
すのではなく、子どもたちの望ましい成長を保障できるよう、地域の持続可能で多様な環境整備及び体験機会の
確保を示した指針を作成し、各自治体の取組を支援しています。

中学校部活動をめぐる国や京都府の動き（改革の背景）

◇�　将来を見据えた全国的な部活動検討の中で、連合としても管内３町村の現状や学校現場の意見も参考とし、
多角的な視点から検討を進めてまいります。
　�　今年度の連合としての取組状況は以下のとおりであり、在学中の中学生にとって今すぐに部活動の在り方が
変わることはありません。必要に応じた情報提供などを行いながら、地域に沿った新しい形での部活動改革の
検討を進めてまいりますので、今後のご協力をお願いいたします。
◇�　在学生以外の特に大人世代の皆さんにとっては、部活動に対する自身の経験からの様々な思いなどがあるか
と思います。今後は、将来にわたって連合の子どもたちのスポーツ・文化活動の場が保障できるよう環境整備
を検討していく必要があるわけですが、地域・保護者の皆さんの協力なしには実現ができません。
　　これからの検討にご協力を賜りますよう、重ねてお願いいたします。

相楽東部広域連合教育委員会からのお願い

令和６年度相楽東部広域連合の取組状況令和６年度相楽東部広域連合の取組状況
　相楽東部広域連合教育委員会では中学校の部活動を検討するために、昨年度から教育委員会の諮問機関
として検討委員会を設置し、取組方針・今後の運営体制や環境整備をはじめ必要な事項の調査・審議を始
めています。� ※「相楽東部広域連合立中学校における部活動地域移行に関する検討委員会設置要綱」から

　今年度は、小中学校の児童生徒および教職員へのアンケート調査とその分析、部活動検討に関する連合
３町村の皆さんへのお知らせ等について取組を進めています。

【令和６年度の相楽東部広域連合部活動検討委員】� ※敬称略　※委員名は順不同

委員長：関口�翔平（南山城村体育協会）　　副委員長：竹谷　保廣（社会教育委員会議）　
委　員：田邊�久成（笠置中学校）　　　　　杉本　�悟（和束中学校）　　　橋本�恵生（笠置中学校PTA）
　　　　馬場�真弓（和束中学校PTA）　　　林�　嘉人（連合スポーツ推進委員会）
　　　　濵　�忠志（笠置町スポーツ協会）　吉田�　寿（和束町スポーツ協会）

取組１
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和束町史編さんだより
 第31回 大坂城に送られた門松

　近年、お正月に門松を飾る家は少なくなったように思われますが、江戸時代の和束では大坂城に門松を
毎年納めていました。
　大坂城に門松を納めていたことを示す受取状は数多く残されており、最も古いものは慶安元（1648）年、
最も新しいものは文久２（1862）年になります。古文書が残されていない年もありますが、江戸時代の間
200年以上、毎年大坂城に門松を納めていたのです。古文書を見ると、
年によって納めていた数に変動はありますが、杭木・割木・門松・ゆ
ずり葉・縄・銀を納めていたことに変化は見られません。
　宝永３年（1706）、和束から大坂城までは遠く、船で運んでいる途
中に松の枝葉が傷ついたりして大変なので門松を納めるのをやめた
いと願ったこともあるようですが、その後も途切れることなく幕末ま
で納めています。また、木屋から船で門松などを運んでいたことも古
文書からわかります。
　和束の歴史には奈良や京都が登場することが多いですが、大坂と和
束にも関わりがあったことを示す面白い事例です。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

和束中学校養護教諭
小野斉恵先生が 
優秀教職員として
表彰されました。

　11月14日（木）、和束中学校養護
教諭 小野斉恵先生が京都府教育委
員会より、優秀教職員として表彰さ
れました。
　小野斉恵先生は長年にわたり、養
護教諭として児童・生徒がより安心・
安全に過ごせるように取り組まれて
きたことが評価され、この度表彰さ
れることになりました。

和束町スポーツ協会
『第３３回和束町ソフトバレーボール大会』

　12月１日（日）に和束B＆G海洋センターにて『第33回和束町ソフトバ
レーボール大会』を行いました。
　本大会は、和束町スポーツ協会主催の下、健康増進・交流の場として、
回を重ね、今回で33回目となりました。
　当日は、11チーム・53人もの参加をいただき、白熱した試合が繰り広
げられました。ポイントが入るたびに会場から大きな歓声があがりました。

左　小野 斉恵 養護教諭
右　岡田 善行 教育長

慶安元年（1682）松かざり受取状（個人蔵）

＼＼ネット
際の攻

防!
ネット

際の攻
防! ／／

＼＼飛び込んでボールをつなぐ!

飛び込んでボールをつなぐ! ／／
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まち・むら
topics

笠置町
　
11
月
24
日（
日
）、
府
立
笠
置
山
自
然
公

園
の
も
み
じ
公
園
で「
も
み
じ
ま
つ
り
～

秋
色
の
祭
典
～
」が
開
か
れ
ま
し
た
。
琴

と
尺
八
の
ス
テ
ー
ジ
や
折
り
紙
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
む
人
、
地
元
特
産
品
の
販
売
会
を

訪
れ
る
人
、
笠
置
町
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
笠
や
ん
」と
触
れ
合
う
子
ど
も
た
ち
な
ど
、

色
付
き
が
見
頃
を
迎
え
た
紅
葉
の
下
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
1
日（
金
）～
30
日（
土
）の

1
ヶ
月
間
、
も
み
じ
公
園
で
は
紅
葉
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
お
こ
な
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の

方
が
訪
れ
ま
し
た
。

も
み
じ
ま
つ
り

笠置町

寄附企業のご紹介
法 人 名　株式会社NEXT ONE
本 社　�東京都渋谷区渋谷3-3-5�NBF渋谷イースト3F
事 業 内 容　�障害者雇用支援事業、プラットフォーム事業�等
寄附年月日　令和６年10月25日
寄 附 額　10万円
寄附対象事業　企画推進事業

　

中
央
商
工
株
式
会
社
様
・
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ

様
か
ら
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、こ
れ
か
ら
も
本
村
発

展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
央
商
工
株
式
会
社
様
・
株
式
会
社
N
E
X
T 

O
N
E
様

寄附企業のご紹介
法 人 名　中央商工株式会社
本 社　���大阪府大阪市旭区大宮�

4丁目22番1号
事 業 内 容　�電気工事、管工事、消防

施設工事�等
寄附年月日　令和６年10月23日
寄 附 額　10万円
寄附対象事業　茶振興対策事業

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

南山城村

　
11
月
23
日（
土
・
祝
）、
和
束
運
動
公
園
と
そ
の
周
辺
施

設
に
て
、茶
源
郷
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

模
擬
店
や
体
験
ブ
ー
ス
、
保
育
園
児
や
小
学
生
の
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
茶
源
郷
ま
つ
り
に
て
初
め

て
の
催
し
で
あ
る「
光
の
コ
ー
ス
」で
会
場
内
を
や
さ
し
い

光
で
照
ら
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。当
日
は
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
催

し
と
と
も
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

茶
源
郷
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た

和束町

フィナーレの花火

保育園児の歌の発表

もみじまつりの様子
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1
1
0
番
通
報
の
適
切
な

利
用
の
促
進

◆
１
月
10
日（
金
）は「
１
１
０
番
の
日
」

　
～
緊
急
通
報
１
１
０
番
、

事
件
で
す
か
？
事
故
で
す
か
？
～

・ 

１
１
０
番
通
報
は
、
緊
急
に
警
察
官
を

派
遣
す
る
た
め
の
電
話
で
す
。

・ 

し
か
し
、
１
１
０
番
通
報
の
お
よ
そ
４

割
が
、
い
た
ず
ら
・
間
違
い
電
話
や
緊

急
性
の
な
い
相
談
・
問
合
せ
で
し
た
。

・ 

事
件
や
事
故
な
ど
は
、
迷
わ
ず
「
１
１

０
番
」

・ 

急
を
要
さ
な
い
相
談
や
問
合
せ
は
、

「
最
寄
の
警
察
署
」
ま
た
は
「
警
察
総

合
相
談
室
（
＃
9
1
1
0
）
」

※ 

警
察
総
合
相
談
室
は
、
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
5
時
45
分
の
み

・ 

緊
急
事
案
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

１
１
０
番
通
報
の
適
正
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

京
都
府
木
津
警
察
署

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
当
セ
ン
タ
ー
に
も
熱
風
機
か
ら
発
火
し
て
し
ま
い
、
や
け
ど
を
さ
れ
、
実
際
に
製
品

事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
か
ら
、
事
故
が
起
こ
っ
た
際（
火
災
・
被
害
な
ど
を
含
む
）

の
事
故
品
の
取
扱
や
手
順
な
ど
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
啓
発
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
家
庭
用
電
化
製
品
抜
き
に
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
近
年
、
多
く
の
消
費
者
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
ネ

ッ
ト
通
販
で
購
入
し
た
家
電
製
品
が
発
火
し
、
や
け
ど
を
し
た
、
家
を
焼
損
し
た
と
い

う
こ
と
が
実
際
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
無
く
す
た
め
に
も
、
ま
ず
、

安
全
な
製
品
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
取
扱
説
明
書
を
大
切
に
保
管

し
、
何
か
あ
っ
た
時
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
左
記
の

P
S
E
マ
ー
ク〈
特
定
電
気
用
品（
1
1
6
品
目
）と
特
定
電
気
用
品
以
外
の
電
気
用
品

（
3
4
1
品
目
）〉を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
定
電
気
用
品（
1
1
6
品
目
）　　
特
定
電
気
用
品
以
外
の
電
気
用
品（
3
4
1
品
目
）

　
特
定
電
気
用
品（
1
1
6
品
目
）と
特
定
電
気
用
品
以
外
の
電
気
用
品（
3
4
1
品
目
）、
そ

れ
と
は
別
に
リ
コ
ー
ル
届
が
出
さ
れ
て
い
る
の
を
知
ら
ず
に
、
他
人
か
ら
製
品
を
譲
り
受
け

た
り
、
実
家
の
製
品
を
持
ち
出
し
て
使
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
消

費
者
庁
の
リ
コ
ー
ル
情
報（
相
談
先
情
報
や
リ
コ
ー
ル
情
報
の
リ
ン
ク
も
掲
載
）を
ぜ
ひ
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、
メ
ー
カ
ー
や
行
政
機
関
に
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う（
同
種
の
事
故
情
報

が
集
ま
る
こ
と
で
リ
コ
ー
ル
に
つ
な
が
り
、
被
害
の
拡
大
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
）。

家
電
製
品
を
安
全
に
使
う
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

元
南
山
城
村
消
防
団　
副
団
長　

木
村
宣
氏
に「
瑞
宝
単
光
章
」が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
南
山
城
村
）

　
11
月
18
日（
月
）、南
山
城
村
役
場
会
議
室
に
て
、

令
和
６
年
６
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
木
村

宣
氏
へ
の
叙
勲
伝
達
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
南
山
城
村
消
防
団
員
と
し
て
36
年
６
ヶ
月
在
籍

し
、副
団
長
と
し
て
４
期
８
年
活
躍
さ
れ
、地
域

防
災
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
前
の
ご
活
躍
と
功
績
に
敬
意
を
表
し
、感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

左から中嶋副村長・柴垣団長・木村恵美子さん（妻）・島田副局長・平沼村長

こ
の
P
S
E
マ
ー
ク
は
、
電
気
用
品
の
製
造
や

輸
入
、
販
売
を
事
業
と
し
て
行
う
際
の
手
続
き

や
罰
則
を
定
め
た「
電
気
用
品
安
全
法
」に
則
り
、

生
産
さ
れ
た
製
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

安心安全
ほっ
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年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
に
お
け
る

啓
発
活
動
（
笠
置
町
）

　
12
月
２
日（
月
）、国
道
1
6
3
号
線
沿
い
と
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
に

て
年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
に
伴
う
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
委
員
と
と
も
に
、
運

転
手
へ
ハ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
で
の
注
意
喚
起
や
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
客
へ

啓
発
物
品
お
よ
び
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
効
果
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保健・福祉保健・福祉

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ

　

胸
の
ざ
わ
つ
く
よ
う
な
動
悸
や
不
規
則
な
心
拍
が

続
き
、
来
院
す
る
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
心
房

細
動
に
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
で
す
。
一
方
、
心
房
細

動
の
約
４
割
の
方
に
は
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

心
房
細
動
の
患
者
さ
ん
は
日
本
で
1

 
0
 0 

万
人
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
臓
が
正
常
の
規
則

正
し
い
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
全
く
不
規
則
に
拍
動
す

る
状
態
で
す
。
心
臓
を
動
か
す
電
気
刺
激
が
心
臓
の

一
部（
心
房
）で
迷
走
し
、
心
房
が
痙
攣
し
て
し
ま
う

不
整
脈
で
す
。

　

心
房
が
痙
攣
す
る
と
中
の
血
液
が
よ
ど
ん
で
、
血

の
塊（
血
栓
）が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
血
の

塊
が
血
流
に
乗
っ
て
脳
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
る
と
、

脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

心
房
細
動
の
患
者
さ
ん
で
以
下
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
方
は
、
重
症
の
脳
梗
塞
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ

り
、
血
栓
を
予
防
す
る
抗
凝
固
薬
が
薦
め
ら
れ
ま
す
。

①
75
歳
以
上
②
高
血
圧
③
糖
尿
病
④
心
不
全
⑤
以
前

に
脳
梗
塞
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
方　

　

心
房
細
動
を
根
治
す
る「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
」治
療
の
成
績
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
カ
テ

ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
状
の
器
具
を
血
管
か
ら
心
房

内
に
挿
入
し
、
熱
や
冷
却
、
あ
る
い
は
パ
ル
ス
フ
ィ

ー
ル
ド
と
い
う
電
場
を
用
い
て
部
分
的
に
変
性
さ
せ
、

迷
走
す
る
電
気
刺
激
を
遮
断
す
る
治
療
で
す
。

　

心
房
細
動
は
進
行
性
の
病
気
と
さ
れ
ま
す
。

7
日
以
内
に
止
ま
る
発
作
性
心
房
細
動
か
ら
7
日
以

上
続
く
持
続
性
心
房
細
動
、
さ
ら
に
1
年
以
上
続
く

長
期
持
続
性
心
房
細
動
へ
と
進
む
傾
向
が
あ
り
、
進

行
す
る
と
根
治
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

発
作
性
心
房
細
動
は
1
回
の
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治

療
で
8
割
以
上
、
2
回
以
上
の
治
療
で
９
割
以
上
根

治
で
き
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
持
続
性

心
房
細
動
の
根
治
率
は
7
〜
8
割
、
長
期
持
続
性
心

房
細
動
が
１
回
の
治
療
で
治
る
の
は
3
〜
4
割
で
す
。

　

症
状
の
な
い
心
房
細
動
を
見
つ
け
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？

　

年
1
回
健
診
で
心
電
図
や
聴
診
を
受
け
る
こ
と
は
、

心
房
細
動
を
見
つ
け
る
上
で
役
立
ち
ま
す
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
心

房
細
動
の
危
険
因
子
で
す
。
治
療
を
受
け
る
と
と
も

に
、
通
院
の
際
に
聴
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

か
か
り
つ
け
医
に
脈
の
触
れ
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

ら
い
、
月
1
回
程
度
脈
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

不
整
脈
を
検
知
す
る
血
圧
計
や
ア
ッ
プ
ル
ウ
ォ
ッ

チ
等
も
診
断
の
き
っ
か
け
と
し
て
有
用
で
す
。

医
療
法
人�

平
田
内
科
医
院

平
田
理
佳

心
房
細
動
を

ご
存
じ
で
す
か
？

そ
の
114

国道163号での注意喚起

笠置キャンプ場での啓発活動
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２月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
２月� 2日（日） 内科
　　� 9日（日） 内科・小児科
　　11日（火・祝） 内科・小児科
　　16日（日） 内科
　　23日（日） 内科・小児科
　　24日（月・祝） 小児科
※ １月分については広報れんけい12月号

をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988直

当日電話予約制です

高齢者インフルエンザ・新型コロナ予防接種（３町村）
対３町村にお住まいの次のいずれかに該当される方
　・接種日に65歳以上の方
　・�接種日に60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
の機能に障害を有し、その障害の程度が身体障害の１級相当の方

期10月１日（火）～令和７年１月31日（金）　※竹澤内科小児科医院（南山城村）は10月12日以降おこないます。
費インフルエンザワクチン　1,500円
　新型コロナワクチン　　　2,000円
※申込方法や接種費用、接種場所等については、各町村の担当課にお問合せください。
問笠 置 町 保 健 福 祉 課　☎0743・95・2303直
　和 束 町 福 祉 課　☎0774・78・3006直
　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294直

保育園児入所申込み（南山城村）
　令和7年度南山城保育園入所申込みの受付を次のとおり行います。
　保育園は、保護者が就労しているなど、家庭で保育ができない状態にある乳幼児を保護者にかわって保育する
ことを目的とする施設です。４月１日からの保育を希望される方および継続を希望される方もお申込みください。
※継続の方は、年明け以降に実施する現況届にて意向確認をおこないます。
入所申込み方法
　入所を希望される方は、南山城保育園および南山城村税住民福祉課（ホームページ）に置いてある「支給認定申
請兼入所申込書」に必要事項を記入の上、提出をお願いします。記入等、不明な点については下記までお問合せく
ださい。（申込書の配布は１月15日（水）からの予定です。）
期１月22日（水）～２月25日（火）（土日祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）
問南山城保育園・南山城村税住民福祉課

児童クラブ申込み（南山城村）
　令和７年度児童クラブ申込みの受付を次のとおり行います。
　核家族化が進んでいるなかで、両親の共働きも増加しています。南山城村では、放課後、保護者が帰宅するまで、
小学生の児童が楽しい集団生活を過ごすことで、学校生活と家庭生活を結びつける役割を果たしながら、同時に
児童の健全育成をはかることを目的として、児童クラブを開設しています。
対南山城小学校に在学する児童のうち小学校１～６年生で次の条件に該当する児童
　・保護者の就労により、昼間保護者がいない児童
　・保護者及び家族が病気又は看護のため、適切な家庭教育を受けられない児童
　・その他特に必要と認める児童
期下校時から午後６時（学校休業中は原則午前８時30分～午後６時）
開設時間 ただし、日曜日・祝日・年末年始（12月29日～１月３日）は休みです。

　　　　なお、村長が特に必要と認めたときは、開設日または開設時間を変更することがあります。
費月額　5,500円（おやつ代・保険料含む）
所南山城村児童クラブ　☎0743・93・3720（南山城保育園２階地域支援交流室）
　南山城村第２児童クラブ　☎080・8309・3886（南山城村農村婦人の家１階和室）
申 南山城村税住民福祉課および各児童クラブに置いてある「申込書」に必要事項を記入の上、提出をお願いします。
（申込書の配布は１月15日（水）からの予定です。）
期 １月22日（水）～２月25日（火）（土日祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）
所 各児童クラブ・南山城村税住民福祉課

問 保育園児入所申込み・児童クラブ申込みの問合せ
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103直　　FAX0743・93・0444
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